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◆ 本校の概要と生徒の実態

◆ 学校教育目標

◆ 研究主題・研究仮説

本校の概要

○８学級（特別支援学級２）178名

○校区は山河の豊かな自然と受け継
いできた伝統文化，地域の人的資源
に恵まれている

生徒の実態

○中学校区に小学校が１校

○幼少期からほぼ固定的な集団で生活

豊かに自己の未来をひらく生徒の育成

かかわり合い 自立心・自律性
の育成

体験活動を通して

学校教育目標

めざす生徒像

本校の研究主題

自立心や自律性を育む道徳教育

ー豊かな体験活動を通してー



研究仮説

地域の人々，児童生徒間の交流活
動や，生徒会活動等の道徳性の育
成に資する体験活動を充実させるこ
とによって，自立心や自律性を育む
ことができるであろう。

前向きに行動しようとする意欲的な態度

自立心とは

自律性とは

他者との関わりや体験を通して正しく
判断し行動する力
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保護者・地域と
連携
・人材活用
・施設の活用

具体的な方策

体験・交流活動

特別活動での集団づくり

体験活動と道徳の時間の関連

昨年度の取組

・第１学年 「地域の特産物を考える」
「地域植栽活動」

・第２学年 「郷原町ガイドブックづくり」
「職場体験を小学生に伝えよう」

・第３学年 「地域安全マップづくり」
「環境保全学習」

・郷土に対する興味・関心

→地域を教材化した。

・自己有用感の高まり

→小学生との交流前の
研修でリーダーとしての
自覚が生まれた。

→小学生との交流により
頼りにされた。

課 題成 果

・郷原中プランの見直し
→発達段階に合わせ，
系統立てたカリキュラム
になっていない。

・体験活動内容の精選と充実
→学年カリキュラムの内容
が多すぎた。



郷原中プラン

第１学年

郷原フィールドワーク

ホタルの里つくり

本年度の取組



ホタルの里つくり

１年生「ホタルの里つくり」との関連

道徳の時間
４－（８）郷土愛
「リンゴ農家に生まれて」

学級活動
「地域貢献につ
いて考える」

郷原フィールドワーク

福祉施設訪問
道徳の時間
２－（２）家族と支えあう中で
「リンゴ農家に生まれて」

地域行事
「盆踊り
「資源回収」
「新堂平神社例祭」
「郷原ロードレース」

第２学年

職場体験学習

本年度の取組



職場体験学習

第２年生「職場体験学習」との関連

道徳の時間
２－（１）礼儀
「今後の可能性って」
（自作資料）

学級活動
「マナーについて
考えたこと」

学級活動
「事業所に礼状を出そう」
「企業CM作成」

道徳の時間
２－（６）感謝
「柿どろぼう」

道徳の時間
４－（８）地域貢献
「ふるさと便」

第３学年

郷土の新特産物つくり

本年度の取組



モチっと
ボール

郷土の新特産物つくり

第３年生「郷土の新特産物つくり」との関連

道徳の時間
４－（８）郷土愛
「城山火の用心」
（自作資料）

道徳の時間
４－（８）郷土愛
「アップルロー
ド作戦」

学級活動
「水やり当番の分担」

道徳の時間
４－（１０）国際理解
「異文化の根っこ」 地域行事

「盆踊り
「資源回収」
「新堂平神
社例祭」
「郷原ロー
ドレース」

学級活動
「望ましい食習慣」

生徒会活動

• 無人購買

• 各種取り組みの企画

• ボランティア活動

本年度の取組 無人購買活動

• その１



ゴミナイスデー 保・小・中クリーン活動

その他のボランティア活動



成果と課題
生徒会活動と道徳の時間の関連
（無人購買）

道徳の時間

第１学年「お天道様がみている」

第２学年「灰色の夕陽」

「無人購買」（自主教材）

第３学年「僕たちの約束」

◇ 成 果

• 生徒の自立心，自律性の高まり

• 郷土に対する興味関心の深まり

• ボランティア活動への関心意欲の高まり

• 道徳教育と体験活動の関連の充実

• 教職員研修の意識の高揚

成果と課題 生徒の感想文から

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

当てはまる だいたい当てはまる

自分で考えて行動したい。

平成 ２２年度 全 学 年



平成 ２２年度 全 学 年

◇ 成 果
• 生徒の自立心，自律性の高まり

• 郷土に対する興味関心の深まり

• ボランティア活動への関心意欲の高まり

• 道徳教育と体験活動の関連の充実

• 教職員研修の意識の高揚

成果と課題

◆ 課 題

○道徳の時間の教材の開発

○郷原中プランの改善

○各教科等とのより効果的な関連

成果と課題 おわりに

ご静聴ありがとうございました


